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１．研究室概要 

東京電機大学機械加工学研究室では，

切削を中心とした加工技術の開発と，プ

ロセスのモデル化を研究しています．研

究室の各テーマは，大学院学生と学部 4
年の学生がチームを組んで研究を進めて

います．卒業生は生産技術関連に従事するため，研究室で

は加工現場に対応できるように，「縦と横の人間関係」も学ん

でいます．また，加工試験は協力，体力，実行力が必要です

から，体育会系，音楽系，自治会などの学生組織の幹部にい

た学生が集まっています． 

当研究室は差別化技術の創出を目指し，以下のポリシー

で，研究を進めています． 

一．見てきたようなウソをつく常識 

一．やらずに後悔するなら，まずはやってみよう  

一．へそ曲がりから生まれる成功と失敗 

一．遊びから生まれる新技術 

そこで研究室では，普段から常識と思っていることを，まず

は自分の手足を動かし，自分の目で見て考えるようにしてい

ます．意外にも常識と思っていることが，実はそうでもないの

で，「常識に隠れた新テーマ」を見つけるようにしています．し

かし，実験では思うような結果が出ない場合が多いのですが，

「実験に失敗した」のではなく，「なにかそこから新しい知見や

研究テーマがあるのでは」と考えるようにしています．また，学

生も私も，わくわくすることが大好きですから，いつも「遊びの

ように熱中できる」実験を考えています．それから，研究室に

は留学生も多いため，毎週のゼミは英語で実施しています． 

 
２．専門分野 

機械加工(切削，研削，砥粒)加工，シミュレーション，生産

システム，トライボロジー 

 

３．研究室構成員 

2020 年 9 月の時点で研究室には筆者と，研究員で足利大

学に在籍している田村

昌一准教授，社会人の

芹沢正規研究生のもと

で，大学院生 8 名(社会

人 2 名，留学生 1 名を含

む)，卒業研究生 20 名，

研究生 2 名が活動して

います．また，フランスの

大学院大学の ENSMM より，毎年 Final project や Double 
degree のプログラムで学生が 1～2 名在籍しており，2020 年度

は 2 名の学生が研究をしていました． 

 

４．研究テーマ紹介 

〔航空機構造用母材の切削加工技術の開発〕 

航空機材料として注目されている炭素繊維強化プラスチッ

ク(CFRP)とチタン合金，およびそれらの重積材に対するドリル

やエンドミル切削技術に関して，当研究室で開発した切削シ

ミュレーション(Cyber Machining，Cyber Turning)を併用し，工

具の設計や切削特性試験をしています．  
〔インプラント部品用難削材の切削〕 

生体適合材料として使用されているチタン合金，ステンレス，

コバルトクロムモリブデン合金などの難削材に対して，残留応

力や工具寿命を考慮した切削技術の開発とそのモデル化を

進めています． 

〔表面の微細構造による機能の制御〕 

表面の微細構造によ

って，表面と接触する物

質の物理的，化学的特

性を制御できる微細加工

技術の開発とその表面

特性の評価を進めてい

ます．この研究では，実

用化を目指し，高能率な加工法を開発しています． 

〔Whirlingによる複雑形状部品加工〕 

2 つ の 回 転 運 動 を 組 合 せ た

Whirlingによるヘリカルブレード，

ディンプル，内径ポリゴンの新加工

法を開発してきました． 

 

５．所有機器類 

マシニングセンタ(2台)，ターニング

センタ(1台)，レーザマイクロスコー

プ，レーザラマン分光光度計，FIB，

AFM，真円度・円筒形状測定機，切削動力計 他  

 

６．産官学連携に関してのメッセージ  

学生は基礎研究だけでなく，実際に使える技術開発や研

究にも魅力を感じています．是非，お気軽にお声をかけて頂

きたく存じます． 

 

 

 

 

 

 

 

微細構造で超撥水表面 

微細構造表面 平坦部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2019 年 2 月スキー合宿(於 苗場) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Whirling による加工 
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